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 In 1984, many people had arguments about privacy in Japan, stimulated by "NINETEEN EIGHTY-FOUR", 

 written by George  Orwell. At that  time I noticed that the word  "puraibashii" — which means  "privacy" in 

Japanese — was used in the flyers advertising new residences enclosed with  newspapers. I surveyed the  fre-

quency in use of that word and how it was used for one month from May to June in  1984. The word  "puraibashii" 

was of great importance for the advertisements of new  residences. 

 Twelve years have passed, since the first survey. I again made a survey of that word by the same method this 

spring, in order to examine the change over ten years. In 1984, the word was used in twelve flyers — ten for 

condominiums and two for  houses. In 1996 it was used in  twenty-three of  forty-three flyers for condominiums 

and in one of  thirty-one flyers for  houses. I present these data in Appendix 1 and  2. 

 As the Japanese  didn't have a word which corresponds exactly to  "privacy", a new word  "puraibashii" was 

created. However, I think that the Japanese don't desire simply the defense of privacy but the existence of "Ma", 

unconsciously by using the word  "puraibasii".  Here,  "Ma" means the space between one residence and  another. 

This space  isn't  empty. Traditionally it has a meaning in  Japan. 

 This  "me is very important in interpersonal  communication, and especially in international  communication, 

though  it, has been gradually lost over the last fifty  years. I term communication including  "me  "Communica-

tion of  Ma".

1.「 プ ラ イバ シー 」と"privacy

日本 で「プ ライバ シー」とい う言葉、.或いは「プライバ シーの権利」が用 いられた り主張 された りす る

の は、昭和30年 代 に入 ってか ら、 とりわけ昭和36年 以 降 の「宴 のあ と」事 件 か らであ る。英 語の

"
privacy"に 該 当す る語がな く、片仮名語の「プライバ シー」がつ くり・出 され、それまで存在 していた私

生活や私事 とい った言葉に代 わって、一般的 にこの語が用 いられる ようになった。・興味深 い ことは、

例 えば フランスでは、英語の タう、に1`privatelife"と は異 な っ.た1`privacy"の よ うな単語 を使用せず 、現

在 で も「私生活」を意味する"vieprivee"が 使 われてい ることであ る。 これ らのことは、文化上ρ差異 と
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いう問題がここに存在 していることを示 している。英語の"privacy"が"privatelife"や"privateaffairs"

とは異なった独自の意味をもっていることは言うまでもないが、"privacy"と「プライバシー」との間に

意味に相違がある可能性がここに暗示 されている。それは、フランス語の"vieprivee"との関係でも同

じであ り、 また"vieprivee"を 安易 に「プライバシー」と訳すことは避けねばならない。

新潮社による三島由紀夫の小説『宴のあと』の出版後、この小説のモデルとされた有田八郎が、プラ

イバシーを侵害されたとして訴えを起こしたのは、昭和36年3月 のことであった。昭和39年9月 に出さ

れた東京地方裁判所の判決は、ほぼ原告の請求を認め、日本で初めてプライバシーの権利を不法行為

法上認めたものとして注目された(なお、被告である三島由紀夫、佐藤亮一と新潮社は控訴 し、東京

高等裁判所で審理が進められていたが、原告の死去を契機に遺族 との和解が成立 し、出版 ・発行 ・販

売が認められている)。

この判決に対 しては、例えば、厂本判決は、一般論としてわが国でもプライバシーの侵害に対 し法的

保護が与えられうることを宣言 したのみならず、きわめてデリケー トな本件についてもプライバシー権

の侵害を認め、その理由を詳論 した点で、画期的な意義を有する判決である。」[1]と高い評価が与えられ

ている。けれども、確かに「画期的」ではあるが、この判決は多 くの疑問点を含み、またこの件がプライ

バシー訴訟として相応 しいものであったのかどうかも充分に再検討されねばならないだろう。

「プライバシー」の語によって何が意味されているか、今 日でも余 り明確ではない。このことは、ア

メリカ合衆国でも多かれ少なかれ同様であるが、 日本の場合それは累乗 されてい く。集英社の『国語

辞典』(森岡健二ほか編、1993年)によると、「プライバシー」は、「私事 ・私生活に関すること。また、そ

れを他人に知られず、干渉 されない権利。」であ り、また、岩波書店の『広辞苑』第4版(新 村出編、1994年)

によると、「プライバシー」は、「私事が内密であること。私人の秘密。」である。他方、小学館の『ラン

ダムハウス英和大辞典』第2版(1995年)で は、"privacy"は、「1私的自由、私生活、私事、プライバシー(の

権利)2隠 退、隠遁;独 居、閑居3秘 密、内密、人目をはばかる状況;((古))個 人的な秘め事4((-cies》

(廃)隠退[隠遁、隠居]所 、人目につかない場所」となっている。

「私人の秘密」が「プライバシー」であるとするなら、「公人の秘密」は「プライバシー」ではないのかとい

う疑問がすぐ湧いて くるが、このような細かい議論はここではしない。「宴のあと」事件の東京地方裁判

所の判決の中での「プライバシーの権利」の定義は、「プライバシー権は私生活をみだりに公開されない

という法的保障ないし権利」というものであった(なお、判決によれば「ここにいうような私生活の公開

とは、公開されたところが必ず しもすべて真実でなければならないものではなく、一般の人が公開され

た内容をもって当該私人の私生活であると誤認 しても不合理ではない程度に真実 らしく受け取られるも

のであれば」よいとされてお り、これは、この判決の不明確 さと不明朗さを示すものである)。[2]

以上のような定義は、広 く人口に膾炙されたものである。だがしかし、プライバシーをこのように

解釈 していると、次のような例 に出会ったとき戸惑いを感 じることとなる。

アメリカ合衆国の心理学者、コンスタンス ・T・フィッシャー(ConstanceT.Fischer)は 、実際の
"p
rivacy"の体験を調べることを通 じて、プライバシーは、一人でいたり、見えなかったり、秘密の状

態にいたりすることではないこと、そ してそれは開放性(openness>と 創造的成長にとって重要なこと

を見出す。

1971年 に行われたこの調査は、個人がプライバシーの状態にいたと思った瞬間、及びそれが中断さ

れ崩壊 した瞬間を叙述 してもらうことによって得 られたプライバシーについての経験を直接検討 して

いく。フィッシャーは、この叙述の経験的現象学的分析、叙述者や調査員による点検を行い、最初の

叙述を簡潔で具体的なものに整理している。その一つを次に提示 しておこう。
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「私は『ニューズウィーク』を読みながら、ベ ッドに横たわっている。いや、横たわっていた。

今、私はユー トピアについての夢想にとらわれている。そのユー トピアでは、人々はすべて基本

的な仕事に参加 し、平和に向けた広大な展望 と可能性 とを共有している。私は、それを詳 しく明

確に述べたことはなかった。それは、後ほど明らかになるにちがいない。私が、言語化されてい

ないとりとめのない事を理解 したあとで。その光景は豊潤であ り、私は希望を抱かせるすべての

方へと注意をひかれていく。夫が、シャワー室の床が漏れているよと言っている。『うん』という

私の返事は、私の風景の傍 らをすっと流れてい く。けれども夫は、どうしようかと話 し掛けてい

る。私は、自分の領域にとどまろうとして、口の中でつぶや く。しかし、再び夫が何を話 してい

るのか聞かねばならない。ついに、つぶやいている自分にいらだちを感じる。『ニューズウィー

ク』を傍らに投げ出 し、自分の世界を失い、 もうそれを取 り戻すことはできない。私たちは、配

管工事の費用や残っている休暇の期間などについて話 し合っている。私は、これまで自分が とら

われていたことを抽象的に考えている。」[3]

フィッシャーは、 これらの叙述が、私的なものの保護や秘密に関係するような叙述 とは明白に異

なったものだということを見出す。「プライバシーは、それとは対照的に、外部の決定を忘れること、

認知の変化に対 して自己を意識 しない受容性 に関係している」。そこには「一体性の、よどみなき流れ

の意識」があった。このプライバシーは、一人でいたときも他の人といたときでも生 じた。また、静

かに物思いにふけっているときも、肉体的な或いは精神的な活動をしているときでも生 じた。[4]

フィッシャーは、この時の調査から、プライバシーが精神的発達のためにもつ重要性を次のように

考察 している。プライバシーが提供するものは、まず他の人々の決定を気にせず、自己とかかわる機

会である。フィッシャーは、これを「自己とくつろぐこと」と呼んでいる。そのとき、親密性の意識に

よって彩られる。また、プライバシーによって提供 される機会は、他の人々とかかわることでもあ

る。このためには、自らの認知の変化に対 して自己を意識 しない、非防衛的な開放性が必要である。

さらに、プライバシーの状態で、人は、他の人々とだけでなく、出来事や世界全体 と結合 していると

感じる。こうして、人は他者の意図や他者 との相違に対する寛容 と理解 をいっそう得ることができ

る。フィッシャーによれば、プライバシーは、秘密、或いは防衛的な態度とは異なった性格をもった

ものである。[5]

「プライバシーを保護する努力の多 くは、伝統的に、まさに他者 を締め出そうとする防衛的な処置

であった。これらの処置は、積極的な精神的発達のためにはならない。それは、秘密 一 外部の者を

潜在的に敵とみる、防衛的で、閉じられた、制限された状態 一 を強調するからである」。しか し、

人間性の発達を促進するためには、プライバシーを監視(surveillance>や侵入(intrusion>の欠如した環

境的状態であるとするこれまでの一般的な定義を越えて、「事物、出来事、人々 一 それらの多様で

変化する局面や私たちとの固有の関係の中で、強 く開放的に生活 していく機会 として」プライバシー

を考えてい くべ きであるとフィッシャーは述べている。[6]

最近、携帯電話の普及が著 しくなってきている。電車に乗っていると、携帯電話のベルが鳴る。

あっと驚いていると、その所持者が周囲を気 にすることもなく、大 きな声で話 しは じめる。東京の街

を電車で移動すれば、嫌でもこのような光景に出会う。その時、電車に乗 り合わせた人は、異様な精

神状態に陥る。一つの侵入。フィッシャーの言葉を借 りれば、それはプライバシニの崩壊。
一般には、電話は個人的なもので、例えば、電話ボックスは屋外に個人的な空間をつ くるものと見

做 され、携帯電話はプライバシーを放棄 したものと考えられていると思われる。 しかし、そこに偶然
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いた人たちの精神的空間も破壊されているのである。ここでは、プライバシー問題は二重化 し、複雑

に絡み合っている。

以上のように、プライバシーを明確 に捉 えてい くことはそう容易なことではない。

2.日 本人 とプライバ シー

エ ド ワ ー ド ・T・ ホ ー ル(EdwardT .Hall)は 、 フ ィ リ ッ プ ・ア リ エ ス(PhilippeAries)の 『子 ど も 時 代 の

諸 世 紀 』(CenturiesofChildhood)を も と に し て 、 次 の よ う に 述 べ て い る 。

厂… 十八世紀に至るまで ヨーロッパの家屋では、部屋は一定の機能をもってはいなかっ

た。家族成員は今 日のようなプライバシーをもってはいなかった。神聖な空間、特殊な空間と

いった もの もなかった。他人が自由に出入りする一方で、ベッドやテーブルは使用者の気分や食

欲次第で拡げられた り片づけられた りした。子 どもは小 さな大人とみなされ取扱われた。子ども

時代 という観念 と、その相関観念である核家族が定着するのは、部屋が機能に従って特殊化さ

れ、各室が分離された後のことであるのは当然である。」[7]

この文章は、日本に対 してもほぼ適用 されうるかもしれない。しかし、日本の場合、住宅の西欧化

と相即 してきた。だから、日本人の「心」がそれに伴って大きく変化 してきたと結論づけるのは余 りに

も安易過 ぎよう(こ こでいう日本人 とは、日常 日本語 を使用 し、日本国籍をもつ者のことである)。

日本人が「公」の精神 を欠いている理由として「甘え」の心理を考える土居健郎は、次のように述べて

いる。

厂日本人は、一般的に自分のこととしては遠慮を嫌っても、他人には遠慮を求める傾向がある

が、これは結局甘えの心理が社会生活の根本ルールになっているからであろう。また遠慮をそれ

こそ遠 く慮ることとして積極的に価値づけるプライバシーの観念が従来日本に発展 しなかったの

もこのためであると思われる。」[8]

そして、「日本では、集団から独立 して個人のプライベー トな領域の価値が認められていな

い。 したがって人格の統合の価値が認められるということもあまりない。このことは先に遠慮を

積極的に価値づけるプライバシーの観念が従来日本に乏 しいとのべたことと関係がある。また(中

略)日本 で西洋的自由の観念が容易に根付かないことともこのことは関係があるのである。」[9]

他方、「さて日本には集団から独立 した個人の自由が確立されていないばか りでなく、個人や

個々の集団を超越するパブリックの精神 も至って乏 しいように思われる」。これは、「… 内と

外 という風 に日本人が生活空間を区別し、それぞれにおいて異る行動の規範を用いても、一向に

怪しまない事実に由来すると考えられる。日本人がいわば理性的に行動するのは遠慮のある場合

であるが、しかしこの遠慮を働かせねばならないサークルも、遠慮を要 しない外部の世界に対 し

ては内と意識されるのであって、本当の意味ではパブリックではない。大体内と外 という分け方

が個人的なものである。 しかもそれが社会的に容認されているのであるから、パブリックの精神

が育つわけはないのである。内外の区別ははっきりしているが、公私の区別ははっきりしていな

いのであるから、公私混同が起きるはずであり、公共物が容易に私物化されるのも当然であると
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いわなければならない」。「また日本で特に顕著な内と外の区分は、日本独得の発明ではなく、人

間一般に共通 した傾向であるともいわねばならないであろう。しかし、少なくとも欧米の社会に

あっては、このような自然的傾向をチェックするものとして、一方に集団を超える個人の自由の

精神があり、他方にパブリックの精神があったということができるのである。」[10]

この見解によれば、プライバシーの観念と西欧的自由の観念の欠如、そして公的な意識の欠如は、

同じ要因に基づいている。このような状態でプライバシーが問題 となるとき、それは独自なプライバ

シー意識 として顕現する。例えば、プライバシーを一つの領域 と考えると、その領域は広がった り狭

くなったりする。こうして、プライバシー問題は、複雑な様相を呈 してくる。従って、 日本の文化に

関する深い考察を抜 きに議論 を進めることは、誤った結論 を導き出す恐れが大 きい と思われる。

3.新 築住宅についての新聞の折込広告とプライバシー

12年ほど前、つまり1984年、今ではもう完全 に忘れ去 られたジョージ ・オーウェル(GeorgeOrwell)

の"NINETEENEIGHTY-FOUR"(『1984年 』〉に刺激されてプライバシa議 が盛んに行われていた頃、

新聞に挟み込 まれてくる新築住宅に関する折込広告の中に、「プライバシー」の語が頻繁に用い られて

いるのに気づいた。そこで、この折込広告の中に、「プライバシー」の語がどれ位使用 されているか、

そ してどのように用いられているか、昭和59年5月20日(土)よ り同年6月19日(日)ま での一か月間、調

べてみた。私の家(東 京都練馬区)に配達される朝日新聞朝刊に挟み込まれてくる、新築住宅(集 合住

宅 と一戸建て住宅)に 関する折込広告が対象である(物件の概要のみのものは含まない)。

この時、この語が12の 折込広告に使用され(内一戸建て住宅2。 なお、広告の対象は同一であるが広

告の内容が異なっているものを数に含めれば、14の 折込広告に使用され、その内一戸建て住宅は3で

あった。また「プライベー ト」など類似 した語が用いられている広告は含めていない)、 しかも宣伝 と

して大 きなウエイトをもっていることを知 り、大変驚かされた。資料1に それを一覧 してある。

ところでその後、賑やかな「プライバシー騒 ぎ」も治まった現在、いかなる変化が起 こっているか気

になり、同様の調査 をこの春実施 してみた。平成8年5月16日(木)か ら同年6月15日(土)ま での一か月

間である。調査の対象は、12年 前の調査と同じである。 この度は、集合住宅に関する広告43の 内23

(53.5%)、 一戸建ての広告31の 内1(3.2%)、 合計74の 広告の内24(32.4%)に 「プライバシー」の語が含 ま

れていた(なお、広告の対象は同一であるが広告の内容が異なっているものを数に含めれば、集合住

宅の折込広告50の 内29(58%)、 一戸建て住宅の折込広告34の 内1(2.9%)、 合計84の 折込広告の内30

(35.7%)に 「プライバシー」の語が含 まれていた。また「プライベー ト」など類似 した語が用いられてい

る広告は含めていない)。 「プライバシー」という語を使った箇所は、資料2に 提示 してある。

以上の結果 と資料1と資料2と から明らかなように、相変わらず住宅の折込広告の中で、とりわけ集

合住宅に関す る広告でこの語の占める役割は大 きく、その重みは12年経っても変わっていない。住宅

購入者にとっても、販売者にとって もその重要性は高い。こうして、「宴のあと」事件以後30年 以上が

経過し、「プライバシー」は、日本の社会で完全 に一般化 してきたように見える。しかし、このような
一般化にはい ささかの躊躇が伴わざるを得ない。
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4.プ ライバ シーと片仮名 語

資料1に 載せ た、昭和59年5月20日(土)の 西武流通 グル ープに よる住宅 団地 「ヴィルセゾ ン」(VILLE

SAISON小 手 指)の 折込広告 を見 る と、原 文で17行 ほ どの広告文 の中に片仮名語が溢 れる ように出て

くる。 「プラン」「マ ンションライフ」「ヴィルセ ゾン」「ペ ン トハ ウス タイプ」「26タイ プ」「マザ ー タイプ」

「メニュープ ラン」厂音響 ルーム」「ア トリエ」「オプシ ョン」「プラス ターボー ド」「プライバ シー」「パ ブ リッ

クス ペース」「プライベ ー トスペ ース」「リビングダイニ ング」「2グレー ド」「3バリエー シ ョン」「クロス」

「ジュー タン」。 この広告全体が、明る く新鮮 で現代的 な印象 を与 えるように意 図されてい る。 その た

め の絶好 の素材 が片仮名語で ある。 「プライバ シー」もその中の一つであ り、新 しい時代 の 「ライフス

タイル」を象徴 している。他 の広告で も同様であ り、片仮名語 の もつ独特 な広告効果が期待 されてい

るの である。

福 田恆存 は、 「宴のあ と」事件 についての昭和36年4月24日 の 文章の 中で、次の ように述べ てい る。

「広告 は人々に品物を買わせるためのものである。読んでわからなければ何 もならない。新聞

広告文の作者は、そういうと失礼だが、本文の新聞記事の作者より、少なくともその点では深刻

な苦心を重ねているはずである。それなのに、ある種の広告文では、政治面、社会面の記事 とは

比較にならぬほど、耳慣れぬ外国語が多 く用いられるのはどういう訳であろうか。(中略)一 口に

いえば、どういうものかわからなくても、それが『高級』なものであることがわかればよく、その

ためには外国語が何 より効果的だということになる。さすがは商売人である。」[ll]

35年前のこの言葉は、今日でもそれほど違和感を感 じさせない。それは、恐 らくほとんど頂点にま

で達 したように見える。しかも、片仮名を使用することは、今 日新たなテクノロジーの発展に遅れず

についてい くために不可欠な方法で もある。 しかし、英語の単語それ自体の音 を忠実に片仮名で表記

したものの登場(例 えば、英語の複数形の音をそのまま片仮名で表記する)や、英単語をそのままタイ

トルとして或いは文章の中で安易に使用するといった状況は、人間を言語的存在 と規定すれば、そし

て社会や文化が言語によって形成されてい くものとすれば、日本の社会と文化がアイデンティティー

を喪失 しはじめていることを示 している。

ところで、厂宴のあと」事件と同様に、住宅広告の中で、厂もし『私事』『私的生活』のような日常用語

を用いていたなら、おそらくその効果は得 られなかったであろう」。[12]勿 論、35年 前 とは異なり、

今 日「プライバシー」は日常言語となってはいるのだが、その片仮名語としての機能は変わっていない

ように思われる。こうして、見るものをひきつける片仮名語は、その本来の意味 とは異なった意味 と

して用い られたり、その意味が不明確なままで普及 してい く。このようなことは、技術的な言葉は別

として、人の精神的、文化的領域にかかわる言葉の場合起こりえる現象である。

5.プ ライバ シー と「間」

資料1と2に 見 られるよ うに、「プライバ シー」の語 は繰 り返 し使用 されている。 けれ ども、 「プ ライ

バ シー を守 る」とい う名 目の もとに ここで求 め られているの は、実 は厂プライバ シー」とは別 の もの、

「間」なのではないであろ うか。住居 と住居の間 に、ある空 間が存在す ること、た とえ50セ ンチメー ト
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ルで も隙間があること、その場合たとえ隣家からの物音が幾分かは聞こえようとも、そしてその反対

の場合であっても。

ここ30年間ほどの日本の都市の密集化、高層化の進展、鉄筋コンクリー ト造 りの高層団地、高層マ

ンションの出現は、日本独 自の住宅構造を変化させてきた。伝統的な日本の家屋では、家の内部にお

ける「間」の存在(床 の問など)と共に、家屋 とその外部 との境界に「間」が存在 してきた。例えば、外部

に向かって庭があり、その庭 と部屋との問に、広い場合 も狭い場合もあるが、縁側 というものが存在

していた。 しかし、高層マンションでは、庭は勿論のこと、外に向かって開かれた縁側 も広い玄関も

消え、一戸一戸がコンクリー トによって仕切 られた閉鎖的な空間となっていった。それは、一つの函

であ り、できるだけ厚い壁が求められ、外部から侵入されない、そして見られない遮蔽された空間が

理想的な住居 とされている。

「問」とは何か。これが追求されねばならない主要なテーマである。ここではとりあえず、エ ドワー

ド・T・ホールの言葉を借 りて、r西洋人が空間について考えたり語った りするとき、彼らはものの間

の距離を念頭においている。西洋では、 ものの配置を知覚 し、それに反応するように、そして空間は

『空虚』だと考えるように教 えられている。 このことの意味は日本人と比較 したとき明らかになる。日

本人は空問に意味を与えるように一 空間の形 と配置を知覚するように一 訓練されている。このこ

とを表わすことばが÷(間)で ある。このマ、すなわち間隔、が 日本人のあらゆる空間経験における基

礎的な建築上の区切 りなのである。」と定義 しておこう。[13]

この「間」が、住宅空間だけでな く、人と人との距離 をあまり接近させず、また人と人との間を疎遠

にもせず、人間関係を巧みに調節 してきた。住宅構造の変化は、厂間」を欠いた閉鎖的な空間を生み、

「間」を失った日本人は、内への閉じ籠もり、他からの遮断へ と向かってい く。しかも、片仮名語 とし

ての「プライバシー」の魔力が、それをさらに促進 して きたのではなかろうか。

この閉鎖的な空間への極端な欲求を示 しているのは、資料1の く参考1>と く参考2>に 提示してある

高層住宅団地「シーアハイッ町田」の広告文である。この住宅団地は、エレベーターの設置と各戸への入

口部に特色がある。エレベーターは、各階二戸で一基 とされてお り、各階で接触する機会があるのは、

一戸にとって他の一戸のみである。また、玄関から部屋の内部が見えないように設計されている。各戸

をできるかぎり独立 したものとさせ、他と可能な限 り切 り離そうと意図し、他者 との接触を回避 しよう

としている。そ してここに、この高層住宅団地「シーアハイツ町田」のセールスポイントがある。

先に引用 したフィッシャーは、プライバシーを、他者を締め出そうとする防衛的なもの、閉 じられ

た、制限された状態としてではなく、積極的な精神的発達のために、事物 ・出来事 ・人々との豊かな関

係の中で、強 く開放的に生活 していく機会として考えていくべきであると述べていた。「プライバシー

の状態で、人は、他の人々とだけでなく、出来事や世界全体と結合していると感じる。こうして、人は

他者の意図や他者 との相違に対 して、さらに寛容 になり、理解を深めていくことができる。」[14]

フィッシャーは、住居について次のように述べている。

「このように、住宅の設計者は、高い壁 をもつ要塞のような家ではなく、低い壁でできた、居

住者が見ることのできる、それゆえ自分たちのコミュニティの要素をより感じとることができる

共有された空間をつ くる方が よいであろう。そこでは、プライバシーの状態は防衛的ではない。

そこでは、侵入者としての居住者 と対立する私的な世界を守るというより、む しろ居住者たちの

相違 と共通性 とに出会い、それらを探究 していくことができる。」[IS]
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以上のことから次のようなことが言えるのではないであろうか。つまり、私たちは、プライバシー

を強調 してはならないことを。そ して「間」をつ くっていくことが今必要なのではないかということ

を。今年の住宅広告にしばしば登場 してきている資料2の 次のような文章が、この「間」を求める気持

ちの深層 を暗示 している。「プライバシーを守る戸建感覚の門扉付ポーチ。」「南棟 と北棟 をつなぐ空

中廊下により、建物内に空間をつ くり、各住戸のプライバシーを高めています。」「隣戸 と隔てる空間

をつ くることにより、中住戸の通風 ・採光、そしてプライバシーを高めます。」「プライバシーを重視

した、一戸建思考によりポーチ、吹抜け、エン トランスのオー トロック等を設置 しました。」

ところで、この「問」は日本人にとって、対人コミュニケーションの場でも、またとりわけ対外的な

コミュニケーションにおいても必要とされるもの、 しかもここ50年の問に絶えず失われ続けてきたも

のである。それを、ここでは「間のコミュニケーション」と名付けておこう。そして、この「問のコミュ

ニケーション」を、その得失を考慮 しながら、はっきりとした形に構成 していくことが肝要であると

思われる。

(注)

[1]五 十 嵐 清 、 別 冊 ジ ュ リ ス トNo.85、 マ ス コ ミ 判 例 百 選 く 第 二 版 〉 、 昭 和60年 、 有 斐 閣 、123頁 。

な お 、 別 冊 ジ ュ リ ス トNo.31、 マ ス コ ミ判 例 百 選 の 第 一 版139頁 で は 、 同 じ 文 章 の 中 で 「判 決 」の

箇 所 だ け 「名 判 決 」と さ れ て お り 、 第 二 版 で 「名 」の み 削 除 さ れ て い る 。

[2]下 級 民 集15巻9号2317頁 、 判 例 時 報385号12頁 。

[3]Fischer,ConstanceT.,PrivacyandHumanDevelopment,inPRIVACY:AVANISHINGVALUE`?,

EditedbyWilliam-C.Bier,S.」.,FordhamUniversityPress,1980,41頁 。

[4]同 上 、41-42頁 。

[5]同 上 、43頁 。

[6]同 上 、44頁 。

[7]Hall,EdwardT.,TheHiddenDimension,Doubleday&Company,Inc.,1966,『 か くれ た 次 元 』、 エ ド

ワ ー ド ・ホ ー ル 、 日 高 敏 隆 ・佐 藤 信 行 訳 、 み す ず 書 房 、1982年 、149頁 。

[8]土 居 健 郎 、 『「甘 え 」の 構 造 』、 弘 文 堂 、 昭 和49年 、37-38頁 。

[9]同 上 、41頁 。

[10]同 上 、41-42頁 。

[11]福 田 恆 存 、 『言 葉 の 魔 術 プ ラ イ バ シ ー 』、 毎 日 新 聞(夕 刊)、 昭 和36年4月24日 。

[12]同 上 。

[13]エ ド ワ ー ド ・ホ ー ル 、 日 高 敏 隆 ・佐 藤 信 行 訳 、 前 掲 書 、211頁 。

[14]Fischer,ConstanceT.,前 掲 書 、43頁 。

[15]同 上 、III頁 。
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**資 料1昭 和59年5月20日(土)か ら同年6月19日(日)ま での、新築住宅に関する新聞

折込広告 一 朝 日新聞 東京 練馬区

(広告対象が同じものは除く)

5月20日(月)

集 合住 宅

(1)VILLESAISON小 手 指

「… 家 族の部屋 などプライベー トゾー ンと、 リビングな どお客 さまも通せ るパブ リックゾー

ンを、 はっきり分離 した間取 りです。プライバ シーを守 りなが ら、 こころの触 れあい も大切 にす

る。 この考 えを建物全体 に活 か しま した。例 えば1フ ロア3戸 で1基 のエ レベ ーター を使 うことか

ら、各住戸が独 立 した"お 隣同士"、 それが縦軸33戸 の"横 町"に 、 さらに街全体で"ご 町内"と 、お

つ きあいの輪が ひろが る街づ くりです。」

「カタチその2満 足 感

星座 や血 液型 は同 じでも、住 まいのプラン はいろいろ。だか ら、人間、お も しろいの です。

音楽 の趣味が違 うように住 まいのプランだ って十 人十戸 。それなのになぜ、個性 のないマ ンシ ョ

ンライフに賛成 して しま うのですか。だか ら「ヴィルセゾ ン」では、18坪 の2LDKか ら、3世 代同居

ので きるペ ン トハ ウス タイ プまで、26タ イ プの マザー タイ プと、暮 ら し方 に合 わせ た65も の メ

ニュープランを揃 えてあ ります。 さらに、音楽家 や画家 の方 に人気 の高 い、音響ルームやア トリ

エ もオプシ ョンで用意 しま した。そ して、床厚210㎜ 、戸鯉 厚180㎜ 、 主寝室 となる洋室 は、

プラス ターボー ド2重 貼 り。見せ ない聞かせ ない といったプ ライバ シーを守 ります。 また、パ ブ

リックスペース(居 間、客室)と プライベ ー トスペース(寝 室、個室)を 分 けたP,P分 離 は、個性尊

重 の時代 にぴった りです。 そ して、高 さゆ うゆ う2,525㎜ の リビングダイニ ングや、2グ レー ド

3バ リエ ー シ ョンか ら選べ るクロスや ジュー タン。すべ て、満足気分。」

5月22日(火)

集 合住宅

(1)サ ンパ レス井草

「全戸冷 暖房機設置 プライバ シー も万 全 防音 サ ッシ使 用」

5月23日(水)

集 合住宅

(1)

「2中 心 タイ プの3LDKは 、 プライバ シー重視の3室 独 立設計。」

5月24日(木)

戸 建 て住宅

(1)

「● プライバ シー を重視 した洋室。」

「プライバ シー を優 先 した暮 らし方 を したい と、お考 えの方 におすす め したいプ ランです 。」

5月26日(土)

集 合住 宅

(1)シ ー アハ イツ和光

「採光 にす ぐれ、 プライバ シー と美観 を守 る グレー ド高 い網入 ガ ラスの手す り。」

一191一



「… そのため に、エ レベー ターがスキ ップ停 止する、"ス キ ップス テップ方式"を 採用 α これ

によって開放廊下 も少 な く、各住戸 のプライバ シーが守 られるなどメリッ トも … 。 … 」

6月1日(金)

集 合住宅

(1)西 武 小 手指ハ イッ

「棟 間隔 もゆ うゆ う 一 日照 を確 保 し、 プライバ シーを守 ります。」

「エ レベ ー ター はス リーア クセス方式。住空 間 をひろげ、プ ライバ シーを守 ります。

小手指 ハイ ツシリーズでは、エ レベー ターが1・4・7階 にだけ停止す るス リー アクセス方式 を採

用。途 中階では、階段 を1階 昇 るか降 りるかすれ ばエ レベ ーターをご利用いただけ ます。 これ は

各住戸 のプライバ シー を快適 に守 る と同時に、住空 間をひろげ、住 まう人々 によりいっそ うのゆ

とりをもた らします。」

6月7日(木)

集 合住 宅

(1)氷 川 台ハ イム

「プライバ シーが守 れる独 立性重視 の洋室。 ワー ドローブ、階段室 の物入 れな ど、収納スペ ース

もた っぷ りあ ります。」

6月9日(土)

集 合住宅

(1)

「外 廊下 か らち ょっと奥 まった ところに ドアのあ る、落 ち着いた雰囲気 の玄 関アル コープ。プ ラ

イバ シー を守 り、雨 なども吹 きこみに く くなってい ます。 … 」

戸建 て住宅

(1)ひ ば りヶ丘

「■全室独 立のプ ライバ シー尊重設計」

6月15日(金)

集 合住宅

(1)

「採 光 ・遮音 ・断熱そ して プライバ シー も考慮。住 み良 さ重視の快適設計。」

(2)ガ ー デ ンシティ狭 山

「プレイロ ッ トか ら直接見 えないように築 山を設 け、常緑樹 も植 えたプライバ シー尊重の専用庭

です 。」

6月16日(土)

集 合住 宅

(1)

「▲ プライバ シー を尊重 した落 ちつ きのある寝 室」

<参 考1>

集合住宅 シーアハイッ町田 朝 日新聞 昭和59年6月7日 広告

「全戸大型納戸付。2戸 に1基のエレベーター。

2LDKか ら5LDKま で、すべてのタイプが大型納戸付ですから、お部屋はいつも広びうと使えま
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す。 また プライバ シーを尊重 してエ レベ ー ターは2戸 で1基 としま した。」

<参 考2>

集合住宅 シーアハイッ町田 案内パンフレット

「全戸南向き ・両面バルコニー、2戸 に1基 のエレベーター、いきいき暮 らせる快適設計。

南向きの室内は陽ざしたっぷ り。エレベー ターは各階2戸 で1基 としたため、開放廊下型 と比べ

て、通風 ・採光面に優れた両面バルコニーが全戸で実現。プライバシーもより確かです。」

「●エレベーターは2戸 で1基。快適な両面バルコニー。

高層マンションでは画期的 ともいえる2戸1エ レベーターを採用。プライバシー面も向上 しまし

た。また両面バルコニーですから通風 ・採光にも優れています。」

「玄関まわりはすべてがワイ ド。とくに玄関 ドアは高 さ2.2mの 大型サイズ。

2戸で1基 のぜいたくなエレベーターを降 りると、天井面まで達する大型の玄関 ドアがお出迎え。

玄関ホールもひとまわ りワイ ド。また玄関から居室が直接のぞけない設計ですから、プライバ

シーもより確かです。」

「バルコニーに面 したリビング ・ダイニングはひときわ明るく… 。

ご家族のコミュニティスペース、リビング ・ダイニングとも南側に面し、壁のない広い開口部で

すから全面採光ともいえる明るい室内です。 しか も全戸のバルコニーに網入 りガラスを採用。ひ

ときわ明るいうえ、プライバシーにも細か く配慮 しました。」

**資 料2平 成8年5月16日(木)か ら同年6月15日(土)ま での、新築住宅に関する新聞折

込広告一 朝日新聞 東京 練馬区

(広告対象が同 じものは除 く)

5月16日(木)

集 合住 宅

(1>フ ァイ ンシテ ィ中野ハ イム

「玄関ポ ーチ ・ ・・…forprivacy

門扉 の付 いた玄関 ポーチ により、戸建感覚が味 わえるとともに高い プライバ シーを確保 してい ま

す。 また、 ポーチ内収納庫 も設置 しま した。」

「豊か な採 光、 プライバ シーを確保す る ライ トコー ト。」

(2>デ イアハ イム音羽

「エ ン トランス には、暮 らしの安全 とプライバ シーを守 るTVモ ニ ター付 きオー トロックシステム

を導入 しま した。」

「… 、 またスラブ厚 は200㎜ 以 上 を確 保(一 部180㎜)、 膿 性だけではな く、 日常 のプライ

バ シー を保護す る遮音性 にも配慮 してい ます。」

(3)ル ピナス豊玉南

「プライバ シー を守 る、床&壁 構造」

(4)サ ン ヴェールひば りヶ丘 ガーデンシティ

「GARDENWALL(ガ ー デ ンウォール)
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住棟を巡 らせるように樹木で壁 をつ くりました。1階住戸のプライバシーを守ると共に、やわら

かなイメージを演出します。」

厂プライバ シーを守 りなが ら 四季の緑に親 しんで暮 らせる1階 住戸。

1階住戸 は、充分な日照 とプライバシーを確保するために、建物を境界線から充分距離をおいて

配置。(両面12m・ 南西面7m)※LDサ ッシュ面より。さらに、境界線沿いに常緑樹(ガ ーデンスク

リーン)を、その内側に落葉樹を配置。隣地からの視線を遮断するとともに、冬場の日照も考慮

しています。」

5月17日(金)

集合住宅

(1)ト ーメン石神井台Gardenia弐 番館

「●プライバシーに配慮 した玄関先の門扉付 きポーチ。」

「玄関先のプライバシーを配慮 した門扉付 きポーチ(F、G、 タイプ)」

(2)キ ャニオングランデ富士見台

「24時間対応のメディカルサービス ハロー健康相談24

相談者のプライバシーが厳守されるシステムとなっていますので、安心 してご利用いただけま

す。」

(3)ク レス ト見晴坂

「プライバシー重視の角部屋 タイプ。」

(4)ア ルヴェール練馬中村橋

「プライバシーを守る門扉 ・ポーチ。」

「プライバシーを守 り、戸建感覚を演出する門扉 ・ポーチ。」

「主寝室のプライバ シーを守ってくれるポーチは贅沢なスペースですね。」

「成長されたお子様ひとりひとりのプライバシーを尊重する4人家族に … 。」(「フリールームイ

メージ」の文字 とその図と共に)

戸建て住宅

(1>フ ァインコー ト田無

「全住戸 に良好な日照 ・採光 ・通風を確保すると同時に、プライバシーを保護する綿密な住棟配

置。1棟1棟 の個性 を主張 しながら、,街全体の統一を創造する外観 ・外構プランになっていま

す。 … 」

5月18日(土)

集合住宅

(1)ア ルカサル清瀬

「プライバシーを守る戸建感覚の門扉付 きポーチ。」

「■プライバシーを守 り、戸建感覚を演出する門扉付 きポーチ を設置。」

5月23日(木)

集合住宅

(1)パ ークシティ白岡 イース トガーデン

「… 厂センターアクセス方式」(一部住戸を除 く)により両面バルコニープランを数多 く実現。

リビングルーム側だけでなく、プライベー トルーム側にもバルコニーが付 き、開放感とともにプ
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ライバシーも保て、住 まいにより高い独立性をもたらします。そしてパークシティならではの住

まいづ くりとして、構造の確かさにも自信があります。戸境壁の厚さを230㎜ に、床 も約250㎜

の厚さを確保。耐震性 ・耐久性の向上 とともに、お隣や上下階への防音対策にも大きな効果を上

げています。 … 」

5月24日(金)

集合住宅

(1)ラ イオンズプラザ大泉学園

「住戸間の壁はプライバシーを考慮 し、コンクリー ト壁は180㎜ 、その上 にモルタル薄塗 りを施

し、さらにビニールクロス を貼る直貼 り工法を採用 しています。」

(2)ク リオ鷺ノ宮 弐番館

「●空中廊下

南棟と北棟をつなぐ空中廊下により、建物内に空間をつくり、各住戸のプライバシーを高めてい

ます。」

「●ライ トコー ト

隣戸と隔てる空間をつくることにより、中住戸の通風 ・採光、そ してプライバシーを高めます。」

「セミエアタイ トサッシュ

優れた気密性で騒音を和 らげ、住戸内のプライバシーと静けさを保ちます。」

「セコム ・セキュリティシステム

暮 らしの安全 とプライバシーを守るオー トロックシステムを採用。 … 」

「■ライ トコー トの設置によりバスルームに窓、また隣戸間のプライバシーも高めました。

■主寝室(洋 室1)を 約7.7畳 とゆったり確保。さらに各居室のプライバシーを重視。」

「■ライ トコー トの設置により、廊下の採光、洋室(1)の プライバシーと採光を確保。」

(3)ア イムふ じみ野

「住棟エン トランスには日々の安全 とプライバシーを守るオー トロックシステムを採用していま

す。 … 」

5月25日(土)

集合住宅

(1)イ トーピア鷺ノ宮

「●プライバ シーを配慮 した戸建て感覚のポーチ付 き、三面採光の角住宅。」

(2)ロ イヤルシャ トー富士見台

「大型のクロゼッ トが付いた使いやすい洋室(1)

独立性が高 く、プライバシーを尊重。主寝室としても使える約6.3畳 のスペースを用意 しまし

た。 … 」

(3)菱 和パ レス 武蔵小金井

「毎日の安全 とプライバシーを守るオー トロックを採用。」

5月30日(木)

集合住宅

(1)所 沢スカイライズタワー

「日常生活に落ち着 きをもたらし、プライバシーを保護する遮音性 を重視 し、戸境壁には集合住

宅の標準仕様を上回る一55デ シベルの優 れた遮音性能 をもつ壁材を使用。 … 」
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5月31日(金)

集 合住宅

(1)藤 和 シテ イホ ームズ 平和台

「ゆ と り、安全、 プライバ シーに配慮 したマス タープランは、藤和の住 まいへの こん な想いか ら

生 まれま した。」

「■1階 エ ン トランス には住 まいの プライバシーを守 るオー トロ ックシステム を採用。各戸 に非常

通報付 きイ ンターホ ンを設置 しました。」

6月7日 く金)

集 合住宅

(1)ア ル ブル朝霞

「安全性 を高 め、 プライバ シーを守 るオー トロ ックシステ ムを採用 してい ます。」

「外廊下 に面 する窓 は面格 子 を付 け防犯 対策 、網入 り型板 ガ ラスでプ ライバ シー を守 ってい ま

す。」

6月14日(金)

集 合住宅

(1)パ ー ク ・ハ イム神楽坂

「●3～4住 戸 に1基 のエ レベ ーター配置

静か な住 環境 と住 む人それぞれの プ ライバシーを守 るため に。3～4住 戸 に1基 の割合で、1フ ロア

あた り5基 のエ レベ ーターを配置。 また、住戸 と接す る場合 に も主寝室や洋室 との隣接 を避 ける

な ど、遮 音への配慮 も行 ってい ます。」

(2)エ リム春 日町パ ーク タワー

「●安全 とプ ライバ シーに配慮 したオー トロックシス テム採用。」

(3)朝 日 ラ ・パ リオ 中野上 高田

「● … 。 プライバ シーを重視 した一戸建思考 に よりポーチ、吹抜 け、エ ン トラ ンス のオー ト

ロ ック等 を設置 しま した。各戸 ともリビング ・ダイニ ングお よび廊 下のフローリングを標準仕様

とし、壁 ・床厚 も180mmと す るな ど一段 と快適 さを追求 しています。」

(4)エ ア コー ト入 間 四季 の丘

「暮 らしの安全 とプライバ シーを守 るオー トロックシス テムを採用。」

隣 戸間 の プライバ シーを重視 した200㎜ の戸糶 厚 。」
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